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1.　はじめに
　清瀬市内にキャンパスを持つ三つの大学、日本
社会事業大学 たんぽぽ、国立看護大学校 LINK、
明治薬科大学 μ stream は、昨年度から三大学間
の交流を数回行い、多職種連携を行っていくため
に互いの分野、職種について学んできた。事前の
三大学間での話し合いでは各々の分野について、
どのような仕事の種類があり、どんな業務内容で
職場はどこなのかなど、互いに知らないことがま
だ多くあることが分かった。このようなことを知
らなければ、どのような場面で連携をしていくこ
とが可能なのか、いつ連携が必要とされるのかと
いうことを予測していくことは難しい。その上
で、互いの職種について知る、倫理観などの違い
を相互に理解することが必要であるなどの意見が
挙がった。これらの意見を基に三大学で話し合い、
今年のテーマを各分野の「職能理解」に決定した。
今回の企画では、互いの職能について理解を深め、
今後どのように連携をしていけるのかを考えてい
くための基礎を作っていく。
　当日は約 50 人の参加があり、当日参加も多く、
様々な分野、年代の方に興味を持ってもらった。
　企画は、参加者を 6 つの班に分け、自己紹介を
兼ねたアイスブレイクを実施した。その後、各大
学からカリキュラムや学校ごとの特色ある授業、
実習、倫理綱領などについての発表を行い、各大
学に関連する職業についての説明も行った。その
学問を学んでいるからこその詳細な発表になっ
た。発表に併せて倫理綱領の配布も行い、あらゆ
る角度から 3 分野の比較をすることで互いの職
への理解を深めた。質疑応答では、大学の授業内

容や職種についての質問が多く挙げられた。発表
内容で今回の発表で初めて知ったものがあったと
いう声も聞こえた。その発表を踏まえてワールド
カフェ形式で三大学からファシリテーターを用意
し、グループディスカッションを行った。グルー
プディスカッションでは事前に各大学で議論した
いテーマを話し合い持ち寄った。そのテーマに対
して各分野の視点、倫理観から見たそのテーマに
ついてどのように考えるのかディスカッションを
行った。各テーマにどのように連携することが可
能なのか、実際に多分野の参加者と話をすること
で分野間の考え方の違いを発見し、考えることが
できた。ディスカッションの最後には、ファシリ
テーターが各班の意見を集約し代表者が発表をし
た。
　本報告では、たんぽぽ・LINK・μ stream の発
表及びディスカッションの内容について述べる。
なお、発表及びディスカッション（2.3.4）の内
容は各サークルが、それ以外はたんぽぽが担当し
た。

2.　日本社会事業大学 たんぽぽの発表・ディ
スカッションの内容
　「職能理解」というテーマに基づき、今回は社
会福祉士について説明を行った。今回は社会福祉
士が業務を行う上で重要な 3 つの視点「ミクロ」

「メゾ」「マクロ」を、医療ソーシャルワーカーの
業務と重ねて発表を行った。
　はじめに、大学の学科や学科内に設置されてい
るコース、カリキュラムの説明を行った。
　次に、「ミクロ」「メゾ」「マクロ」という、特
徴的な視点を医療ソーシャルワーカーの事例とと
もに説明を行った。今回「ミクロ」「メゾ」「マクロ」
の視点を取り上げるきっかけとなったのは、ソー
シャルワークの定義（IFSW）の中の「社会の変
革を進め、人間関係における問題解決を図り、人
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びとのエンパワーメントと解決を促していく」と
いう文章である。この文章から、人びと、いわゆ
る個人レベルから社会に至るまで幅広くさまざま
な対象に働きかけていくと考え、社会福祉士の視
点としての「ミクロ」「メゾ」「マクロ」という点
に着目した。ミクロレベルの支援は、クライエン
ト本人やその家族に直接的に働きかけていく支援
で、メゾレベルの支援はクライエントや家族を取
り巻く地域などの周囲に対して働きかけていく支
援、マクロレベルの支援はクライエントや家族だ
けでなく、ソーシャルワーカーも含めたそれらを
取り巻く社会という対象に働きかけていくという
支援である。こういった視点は、病院などの医療
施設が主な職場になる医療ソーシャルワーカーに
も必要で、こういた視点から患者の抱える経済的、
心理的・社会的問題の解決、調整を援助し、社会
復帰の促進を図っていかなければならない。今回
は「ミクロ」「メゾ」「マクロ」の視点について事
例を使って説明した。その際、患者の経済的不安
に対して高額医療制度を提案し、地域の支援ネッ
トワークや専門病院からの連携、情報収集、患者
本人の病気に関する正しい理解や必要な支援や制
度の充実を社会に働きかけていくという支援を

「ミクロ」「メゾ」「マクロ」の視点として説明した。
　発表後の質疑応答では現場で働いている方のお
話やご意見、他大学や地域の方々からの質問で
我々自身の課題も見つかった。

　ディスカッションでは、各分野で行っているこ
とを「ミクロ」「メゾ」「マクロ」の 3 つに分類
していった。
　初めに、各分野のミクロの視点として挙がった
ものを紹介していく。看護の分野では治療の補助、
入院生活の補助。薬学の分野では、服薬指導、調剤。
福祉の分野では利用者に対する個別相談、介護な
どが上がった。メゾの視点としては、家族、地域、
学校に焦点を当てた意見が挙がり、学校内で職業
理解の勉強会を実施したり、看護の分野では退院
支援を行うことなどが挙げられていた。薬学の分
野では、患者の家族、保護者に対して服薬指導を

行うことや、学校では学校薬剤師とスクールソー
シャルワーカーが連携することもできるのではな
いだろうかという議論もあった。マクロの視点で
は、啓発活動の一つとしてメディアと連携するこ
と、また薬学・看護の両分野とも、臨床での研究、
学校などの教育機関の充実させていくことなどが
挙がった。それぞれの意見が各視点のみに属して
いるというわけではないのではないかという気づ
きが生じた。再検討の結果、「ミクロ」「メゾ」「マ
クロ」の 3 つの視点のみに絞られず、ミクロと
メゾが重なり合っている視点、例えば在宅介護の
ように利用者個々の支援だけでなく、家族への支
援もしていると考えられるような業務があった。
同様に、メゾとマクロ、さらにはミクロとマクロ、
そして、3 つの視点すべてが集約されていると考
えられるものの 7 種類の意見が挙がっていた。
　様々な意見がある中で特に興味深い意見とし
て、麻薬取締官の職務が挙げられた。麻薬取締官
は「ミクロ」「メゾ」「マクロ」の 3 つの視点を
集約した職種である。ミクロの視点としては、薬
物乱用者への相談業務を行うこと、メゾの視点と
しては、病院や薬局、製薬会社に立ち入り検査を
行うこと、マクロの視点としては、学校や関係機
関などでの講演を開き、薬物乱用防止啓発活動な
ど、具体的な業務についても挙げられていた。薬
物乱用ということにテーマに、「ミクロ」「メゾ」「マ
クロ」の視点を持ちつつ、活躍している職種があ
ることがわかり、このことから他分野でも「ミク
ロ」「メゾ」「マクロ」という視点が活用可能と感
じた。

3.　国立看護大学 LINK の発表・ディスカッショ
ンの内容
　はじめに、今回の企画のお話しをいただき、清
瀬三大学で発表ができたことを大変うれしく思う
とともに来年からも引き続き参加したいと考えて
いる。
　私たち LINK は、看護師の取得できる資格と倫

理綱領について発表を行った。
　まず、資格として看護師免許を取得後に認定看
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護師や専門看護師があることを発表した。認定看
護師は臨床経験が 5 年以上で指定された認定看
護師養成課程を修了した者が取得でき、専門看護
師は臨床経験が 5 年以上であり、看護系大学院
修士課程修了者で専門看護師教育課程基準の所定
の単位を取得したものがなることができる。認
定看護師は 2010 年には 21 分野、専門看護師が
2012 年で 11 分野であったが、その分野数は年々
増加傾向にある。その次に、看護師の責務として
健康増進、健康回復、疾病の予防、苦痛緩和があり、
これらの責務に沿って看護師が看護業務を行って
いることを説明した。また、看護師の倫理綱領の
歴史として看護師という位置づけがない時代に看
護師の創始者であるナイチンゲールが行ってきた
内容について発表をした。具体的には、クリミア
戦争で傷ついた兵士たちの看病、看病を行った施
設の衛生状態の改善などである。このときのナイ
チンゲールの活動については『看護覚え書き書』
として現在まで読まれ続けている。
　次に今回、私たちの討論のテーマとして取り上
げた倫理綱領を発表した。倫理綱領とは病院、地
域、学校、教育・研究機関、行政機関などでの看
護者の行動指針であり、看護実践について専門職
として引き受ける責任の範囲を社会に明示される
べきものとして示されている。看護倫理の条文に
は看護提供に際して守られるべき価値、責任を果
たすために求められる努力、土台としての個人的
徳性と組織的取り組みがかかれている。また、倫
理の原則には、倫理学者のフライが提示したもの
として無害の原則、善行の原則、自律尊重の原則、
公正・正義の原則、誠実・忠誠の原則の 5 種類
がある。無害の原則は害を与えてはいけないこと、
善行の原則とは患者にとって有益であること、自
律尊重の原則とはインフォームドコンセントの根
源となっており、患者が治療方針等を決定するこ
とは自由であること、公正・正義の原則は、ケア
はどの人種であっても平等に行われるべきもので
あること、誠実・忠誠の原則はまじめであること、
嘘をつかないことである。これらの原則に従って、
看護師だけではなく医療する者は医療行為を行っ

ている。

　ディスカッション内容については、看護大は「身
体拘束はよいことか悪いことか」というテーマで
話し合いを行った。身体拘束は決してよいものと
は言えないが、やらなくてはいけない状況もある。
しかし、身体拘束を行うのは医療者の都合であっ
てはいけないという意見が多かった。本当に身体
拘束を行う必要があるのかについて十分なディス
カッションを行う必要があるという意見もあっ
た。また、身体拘束を行わなくてもいいようにす
るにはどうしたらよいのか、やるとしたらどのよ
うなことに配慮しなくてはいけないのかなどにつ
いても話し合った。身体拘束をどうしてもやらな
くてはいけない場合は、なるべくその時間を短く
する、患者の動く気力をなくす、患者の立場になっ
て考えるなどの意見があげられた。一概に身体拘
束がよいことか悪いことかと決めることは難しい
が、常にそのことを考える必要があるという答え
に達したグループもあった。また、身体拘束の部
位を可能な限り少なくするという意見もでた。具
体的には、点滴に抜去の可能性のある患者には、
点滴の刺入部位にペットボトルをつけて抜去を防
ぐ方法である。他にも、拘束にはフィジカルロッ
ク、ドラックロック、スピーチロックがあり、フィ
ジカルロックは身体を拘束すること、ドラック
ロックは薬物による拘束、スピーチロックは言葉
による拘束を示している。必ずしも身体を拘束す
ることだけが拘束ではないという意見がでた。そ
の視点から考えると睡眠薬を使用することも拘束
であり、また「それをやってはいけない」と言う
ことも拘束になってしまう。スピーチロックなど
は、医療者としてよくやってしまうことのように
考えられる。このことから、医療従事者として難
しい問題であるが、常に注意して行動しなければ
ならないという答えに達したグループもあった。
　今回、身体拘束について難しい問題であり、ま
た常に注意して行動する必要があり、拘束をする
場合にはどのような工夫をすることで拘束時間を
減少できるのかということを考えることが重要で

－ 122 －



あるということを感じた。

4.　明治薬科大学 μ stream の発表・ディス
カッションの内容
　薬剤師の職能理解をテーマにプレゼンテーショ
ンとディスカッションを行った。プレゼンテー
ションの内容は以下に示したものである。
　薬剤師の任務は、薬剤師法によって定められて
おり、調剤・医薬品の供給・その他薬事衛生があ
げられる。わかりやすく任務を説明するならば、
調剤は薬を調製すること、医薬品の供給は薬を届
けること、その他薬事衛生は疾病予防の取り組む
ことと示される。法律で定められているものの現
状では、薬剤師の任務は正しく認識されていない
ことが多い。一般的に「薬剤師は、処方箋に従っ
て薬を調製し渡すだけ」という認識が多く、調剤・
医薬品の供給だけが注目されている。その他薬事
衛生を知られることは少ない。
　このような誤った認識は、薬剤師を正しく活用
できなくさせてしまう。ひいては薬剤師が社会で
活躍する範囲が狭まり、国民の健康の損失につな
がるだろう。そのため、薬剤師が持つ知識と担当
する活動を、医療関係者・患者に正しく理解して
もらうことは必須と考えられる。
　今回、注目されにくい「その他薬事衛生」をテー
マに、薬剤師の職能理解を促すことを目的として
報告した。（調剤・医薬品の供給については、一
般によく知られるため割愛した。）
　具体例に学校薬剤師を取りあげて説明する。学
校薬剤師は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校
において活動する。業務内容は、①環境衛生につ
いて検査、②学校保健委員会への出席、③学生・
教師への教育活動がある。
　①環境衛生について検査とは、食品衛生・環境
衛生・微生物学・医薬品管理学などの知識を用い
て、学生の学習環境を確認する活動を指す。
　②学校保健委員会への出席とは、環境衛生につ
いて検査から得た情報から、適切な学習環境を整
えるために助言する活動を指す。
　③学生・教師への教育活動とは、免疫学・医薬

品情報学などの知識を用いて、薬の適正使用を促
す活動を指す。薬の服用方法、酒とたばこの害、
薬物乱用防止などの知識は専門家として、学校薬
剤師自ら教育活動を行う。これらの業務を通じて、
学生が病気にならないように取り組む。
　このように、その他薬事衛生とは「健康な人が
病気にかからないように取り組むこと」を意味す
る。これは国民が病気に苦しまず健康な生活を送
るために必要であり、不必要な医療費の抑制に貢
献するものである。調剤・医薬品の供給に並んで、
その他薬事衛生は重要な薬剤師の任務であるとご
理解頂けたであろうか。今後も、薬剤師の職能理
解に努めて、日本の医療の発展に貢献したいと考
える。

　ディスカッションではワールドカフェ形式で社
会福祉学部、看護学部、薬学部の 3 学部が「自
分たちの職を知ってもらう為に何ができるか、何
を知ってほしいか」をテーマにして行った。より
多くの意見を得るため 20 分のディスカッション
を３ラウンド行った。前回に比べより多くの社会
人や、2 年連続の参加者もいたため様々な意見を
聞くことができた。
　各分野の意見では、福祉と薬学分野においては
仕事内容を知ってもらうためのアクション、看護
学部は仕事内容＋αを知ってもらうためのアク
ションについての意見が多かった。社会福祉学部
では、より多くの人に医療ソーシャルワーカーと
しての職能を理解してもらい、患者や家族の相談
窓口となりたい、また地域でお祭りを開催するな
ど地域の方々の交流の場を提供したいといった多
岐にわたる仕事内容の意見が印象的であった。看
護学部では、看護師の仕事内容は知られているの
で、病院看護師達の演奏会開催など仕事内容＋α
の部分を知ってもらいたいという意見もでた。薬
学分野では仕事内容を知ってもらう為に、入りや
すい薬局（カフェ風、子供の遊び場がある薬局）
の必要性の意見がでた。しかし、薬学生自身が具
体的に何を知ってほしいかはっきりしなかったた
め、そこから話が展開しなかった。薬学分野に関
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しては、改めて自分たちのことを考え直す良い機
会になった。また、各学部とも仕事内容をしても
らうきっかけとして、ドラマやドキュメンタリー
などのメディアで取り上げられてもいいのではと
いう意見も出た。
　上記の意見は医療を受ける人々に対してのもの
も多いが、各分野で協力していくために、定期的
に地域の医療従事者が集合して意見交換する場も
必要だろうという、医療従事者に対する意見も出
た。
　このように、今回 1 つのディスカッション内
容から様々な視点の意見を聞くことができ、普段
の活動では体験できなかったという意見も聞くこ
とができた。今後もより多くの学部と意見交換し、
未来の活動にも繋げていきたいと思う。

5.　おわりに
　昨年の学内学会では、東日本大震災をテーマに、
役割や考え方を共有する機会を提供する企画を
行った。第二回目となる今年の学内学会では、職
能理解をテーマとし、他分野に関しての、今まで
知らなかった未知の領域を知るきっかけや、各人
の視野を広げる機会を提供できたのではないかと
思う。今回の企画には、社会福祉士や薬剤師の現
職の方も参加しており、日々の現場で感じている
ことや、現状を踏まえた意見を聴くことができ、
現在どのような支援システムを作っていくことが
求められているのか、などを考え、知る機会も生
まれた。企画の終了後に行ったアンケートでは、

「自分にはない視点からの意見、初めて知ること
がたくさんあってとても勉強になった」という回
答や、「医療に対する考え方が変わった」という
回答が寄せられた。
　今回の企画で初めて導入した、ワールドカフェ
形式のディスカッションにおけるファシリテー
ションの仕方や、企画準備のミーティングでの議
論の進め方、三大学での議論や情報共有について
も反省すべき点が数多く残されている。これらの
反省も踏まえ、今後も各大学や各大学同士での議
論を深めて、多職種連携を学ぶための、より有意

義な企画の方法を探っていき、このような企画を
続けていきたいと思う。
　最後に、今回私たち清瀬三大学の企画に賛同し、
参加してくださった皆様、本当にありがとうござ
いました。また、今回の企画にご協力、ご指導い
ただきました各大学の先生方や学内学会事務局の
方々をはじめとする皆様に、心から御礼申し上げ
ます。

－ 124 －


